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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年２月１０日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

〇育てたい看護師像に向けた
学力定着と看護技術向上及び
資質能力を育成する。

①授業及び実習計画の精選と端末の効果
的な活用と応用及び校内実習プログラム
の構築の工夫、充実を行う

②授業公開や研究協議の実施。また、端
末を活用した授業公開やＩＣＴ活用教員
研修会を実施

③生活実態アンケートの実施（年１回実
施）

④スタディサプリの導入（令和７年度）
と活用状況の共通理解（令和７年度導
入）

B

・ＩＣＴ機器を活用した授業が定着する
中、教育の効率化と質の向上させるため
には教職員のＩＣＴスキル向上が不可欠
である。また、生徒のデジタルツールの
活用方法や情報リテラシーを身につけさ
せる必要がある。
・看護教科において生徒にレポート作成
を課すケースが多い。生成ＡＩの急速な
普及により、生徒の利用も見込まれる。
そのため、より深い学びを促すための指
導を検討していく必要がある。
・専門科目の理解を支える基礎学力とな
る普通教科の強化が、生徒の進路選択を
広げる鍵となる。スタディサプリの活用
の効果的な活用方法について検証してい
く必要がある。

　
 専門性の高い看護教育を中心に、基礎学力から
実践的な知識・技術まで、体系的かつ計画的な学
習指導が行われている。ＩＣＴの活用や臨地実習
を通じた学びは非常に効果的であり、生徒の理解
度や到達度を意識した授業改善が継続されてお
り、学習環境は概ね良好である。また、生成ＡＩ
の活用は使わせない状況になく、これからはどの
ように活用していくかを議論していくべき。十分
に協議して欲しい。
　アンケート結果の意見に指導の統一性を求める
意見が複数ある。教員それぞれ指導感が異なるの
は理解できるが、生徒への指示や連絡は共通理解
をもって進めるべきである。

2

〇看護師として求められる資質
と社会性を育成するための教育
支援を実施する。

①教員の教育相談力の向上と組織体制の
構築。また、生徒が安心して学校生活を
送ることのできる環境づくりを組織的に
進める（教員アンケートの実施）

②複雑化する医療業界への興味関心の向
上

③学校行事を通じて学校生活の充実と質
の向上

④生活実態アンケート及び保護者アン
ケートの実施（年１回実施）

A

・本年度６月、看護科において全保護者
との面談を実施した。課題を負担と感じ
る生徒が少なくなく、また将来看護師と
して必要とされる多様なスキルが求めら
れる中、家庭と協力して生徒のケアに当
たることができた。保護者の満足度も非
常に高いものがった。保護者の学校理解
にもつながるものとなったと感じてい
る。
・生徒会や自治会の役員を中心とした学
校行事が活発である。様々な活動を通し
て、同じ目標を持っているからこそ切磋
琢磨しながら、次の活動へつながる学び
を得ている。

 生徒は落ち着いた態度で学校生活を送ってお
り、規律やマナーも適切に保たれている。教職員
による丁寧な声掛けや見守りが行き届いており、
生徒や保護者が安心して学校生活を送る環境が整
備されている。また、「今どきの子ども」の理解
には、保護者との連携が欠かせない。引き続き連
携を深め、生徒に寄り添った指導をお願いした
い。

3

〇目指す看護師像の追求及び
看護師国家試験合格と多様な
進路にも対応した進路実現を目
指す。

①《進路の手引き》を活用した進路指導
を看護科低学年から実施
①看護科と看護専攻科が共に進路指導部
と連携し、修了後を見据えた進路対策及
び看護師国家試験対策を組織的に行う

②キャリアプロジェクトにてポートフォ
リオを作成し、「なりたい看護師像」の
自己形成を支援

③病院説明会や進路講話、修了生懇談会
等を通じて、生徒の幅広い進路選択の一
助となるための進路指導を実現

A

・５年一貫の特色を活かし、計画的かつ
丁寧な進路指導を引き続き実施していき
たい。各学年でポートフォリオを作成し
ており、自己形成に大いに役立ってい
る。
・２０回生は第一希望の就職先に９割が
内定している。年間を通して看護国家試
験全員合格に向けた指導をしているが、
引き続き教員間の連携を深め、より効果
的な指導を展開していく必要がある。

　
 明確な進路目標があるからこそ、その実現に向
けた計画的かつきめ細やかな進路指導が行われて
いる。就職・進学ともに安定した実績があり、生
徒の希望や適性に応じた指導体制が適切に機能し
ている。
また、早期に「看護師」を志す意志を持った生徒
の指導は、想像以上に難しいものと察する。多様
な生徒の対応にも一人ひとりの個性を大切にした
教員の努力に感謝するとともに、引き続き指導し
ていただきたい。

4

○保護者・地域・関係機関との
連携を密に行い、本校理解の
ための工夫改善をすることで生
徒募集に繋げる。

①学校説明会の実施内容の見直しと工夫
①外部向けイベントへの積極的な参加と
新たに小学校等に向けた広報活動等を実
施

②保護者面談を看護科全員実施し、これ
まで以上に連携を強化
②保護者アンケートにより、客観的評価
や課題解決のための意見を教育活動に繋
げる

③学校ホームページ更新と新たにインス
タグラム等のＳＮＳ発信の開設により本
校の魅力発信を積極的に行う

A

・少子高齢化で医療ニーズが増加する
中、看護師不足が懸念されている。本校
のスクールミッションを再確認し、今後
も積極的に本校の魅力をアピールしてい
きたい。しかし、小学生に向けた生徒募
集活動は思うように実施できなかった。
今後は広報活動について検討していきた
い。
・保護者からの意見を真摯に受け止め、
教育活動の改善に生かしていきたい。
・引き続き、生徒の活躍を外部に情報発
信することで、生徒の自己肯定感を醸成
するとともに本校の魅力をアピールして
いく。

　
 アンケート結果から観て、保護者との情報共有
や連携が適切に行われており、学校の教育方針や
取組について理解と協力が得られていることが理
解できる。また、地域や医療機関との連携も本校
の特色として活かされている。その一方で、地域
連携についてはもっとＰＲを進めても良いのでは
ないか。例えば、生徒の意見を確認しながらでは
あるが、「看護師の卵」として生徒が各種ボラン
ティアや地域活動に参加したり、意志ある生徒だ
からこそ、社会にその思いを発信したりすると
いった、常盤生のパワーを外部に発信すること
で、社会に与える影響は少なくない。看護師育成
の唯一の専門高等学校である強みをもっと活かし
て欲してもらいたい。今後の生徒募集の戦略を期
待している。

令 和 ７年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 常 盤 高 等 学 校 ）　　ｓ36

目指す学校像 　　豊かな人間性、確かな知識・技術を兼ね備えた看護のスペシャリストの養成
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達

成

度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

　１ 主体的な学びを促進する魅力ある授業を追求し、授業改善を推進することで、学力の一層の向上を図る。
　２ 教職員一丸で社会の変化に対応できる教育活動を実践することで、心身ともにたくましく規律ある生徒を育成する。
　３ 看護職への自覚を高めるとともに、看護師としての職業観・倫理観を育成するキャリア教育を推進する。
　４ 地域・保護者・関係機関との連携強化と効果的な情報発信により、愛され信頼される学校づくりを推進する。

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　　  ６ 名
　　　　　　生徒　　　　　　　３ 名
　　　　　　事務局(教職員)　　９ 名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ 　2　月 1　日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

（現状）
 一人一台端末の導入が３年目となり、看護科（高
校生）全員がタブレット端末を所持することにな
る。今やタブレット端末は授業中の発表や協働学習
のツールとして使用され、授業理解を実感する生徒
も多い。また、一部の教科ではデジタル教科書を活
用した授業も実施されている。

（課題）
 　一人一台端末の環境により個別最適な学びや協
働的学習等、新しい学習スタイルが可能となった。
しかし、教員の活用状況には差が見られる。生徒の
基礎学力の定着に向けた授業改善と教員のＩＣＴ活
用指導力の向上が不可欠である。また、生徒自身の
学習時間の定着と自身を俯瞰する力を育て、看護師
に求められる資質能力の向上に繋げていく。

①各教科・科目の授業で、シラバスや目標
に近づく授業実践ができたか

②ＩＣＴ活用研修会の実施により、教員の
スキルが向上し、授業改善に実践に生かす
ことができたか

③生活実態アンケートにより、生徒自身が
生活を振り返り、自己改善に向かうことが
できたか
③学習時間の増加と生徒の授業に向かう意
欲態度の向上や学びに向かう態度がみられ
たか

④スタディサプリ活用に向けた共通理解が
教員間で行われ、その活用が定着し、生徒
の基礎学力向上につながったか

生徒アンケート（授業・生活）を実施（10月）。アン
ケート結果は概ね良好。

①各学年毎のシラバス及び各科（看護科・看護専攻
科）における臨地実習要項を冊子にまとめ、年度当初
には生徒に活用及び評価方法について指導を徹底し
た。
②教職員同士の学び合いが進んでいる。中でも看護教
科では電子書籍の活用が進んでおり、教科書内の動画
視聴や情報のタイムリー検索等を活用した授業を実践
している。アンケート結果から生徒の主体的且つ共同
的な学習を実現していることが見える。
③アンケート結果から、充実した学校生活を送ってい
る生徒が多い（91.5％）。
④本年度導入したスタディサプリの活用については、
到達度テストの振り返りを課題を実施し、基礎学力の
向上に繋げた。

（現状）
 臨地実習病院や大学や病院関係者の協力により、
専門性の高い教育活動が推進されている。県内の各
中学校から看護師を目指す生徒が入学している（R
７入試1.19倍　R6入試1.14倍）

（課題）
　少子高齢化に伴い、医療・介護需要が高まる中、
看護師の人出不足が社会問題になっている。県内唯
一の看護専門校としての本校の使命を果たすために
は、将来地域の保健・医療に貢献する看護師の育成
を使命としており、看護の魅力発信を積極的に進め
る必要がある。

①学校説明会・体験入学の参加者が昨年度
よりも増加し、満足度の高いものであった
か。また志願者数は増加したか
①全教職員はもちろん、生徒の協力を得な
がら組織として生徒募集用務を実施したか

②本校の現状と課題を全体で共有し、改善
策を考察することができたか
②保護者の学校理解と協力体制を構築する
ことができたか（保護者アンケート肯定的
意見８０％以上）

③新たなSNS発信の開設と学校ホームペー
ジの見直し及びブログ更新を積極的に行っ
たか

校内外の説明会や中学校での学校紹介に積極的に参加
し、学校ＨＰ及び新規ＳＮＳを積極的に活用した。

①学校説明会・体験入学では、教職員が一丸となって
取組み柔軟に対応した。また、生徒会の発表や生徒が
作成した成果物展示は参加者からも大変好評であっ
た。参加者には小学生からの参加もあった。
②保護者アンケートでは、学校への満足度は90.0％で
あった。昨年度の保護者からの意見を検討し、改善に
取り組んだ。
③常盤ブログ及び校長ブログをほぼ毎日更新。さらに
新設したＳＮＳでは担当する教員が生徒と協力しなが
ら発信し、広報活動を積極的に行った。
③保護者に学校一斉メールを徹底し、状況に応じた文
書配布とメール配信を行い的確な情報提供を行った。
保護者の満足度98.1％であった。

（現状）
  生徒の多くは基本的生活習慣が確立しており、落
ち着いた学校生活を送っている。生徒会を中心とし
た学校行事が活発である。その一方で教育相談等、
支援を必要とする生徒もみられる。各学年を中心に
生徒へのきめ細やかな指導を実施している。

（課題）
 日頃から各学年を中心に、生徒の個に応じたきめ
細やかな指導を進めている。しかし、高等学校進学
時に進路を決定した生徒の支援は不可欠であり、そ
のために保護者との連携を積極的に行う必要があ
る。

①生徒支援委員会を中心とした教育相談体
制が構築できたか
①面談や日頃から保護者との連携が強化さ
れ、一層の生徒理解に繋げられたか

②臨地実習や外部講師による授業・講演会
等と通じて、視野が広がったと回答した生
徒が８０％以上いたか

③学校行事や部活動を通して、学校生活の
充実と連帯感を深められたか

④生徒が安心して学校生活を送っていると
回答した生徒・保護者が８０％以上いたか

保護者アンケートを実施（12月）。アンケート結果は
概ね良好。
①生徒に関する共通理解が進み、多方面から生徒の指
導を実現することができた。
①本年度、看護科全員の保護者面談をしたことで保護
者からの満足度も高く（91.5％）、一層の生徒理解と
適切な生徒指導につなげることができた。
②学校以外の資源（各種実習先、外部講師、連携大学
院等）から学ぶ機会が本校では多数ある（進路指導計
画）。その満足度は高い（91.4％）
③学校行事や部活動等で好ましい友人関係を築いてい
る生徒が多く、学業にも切磋琢磨している様子が見え
る（96.1％）。
④「入学させて良かった」と回答した保護者98.8％で
あった。

（現状）
 看護師国家試験の合格率は高い水準を保ってい
る。日頃からきめ細かい指導を行っており、卒業後
の進路選択（大学編入や看護関連資格取得をめざし
た専門学校への進学）も多様化しつつある。

（課題）
 看護師国家試験の合格はもちろん、多様な進路実
現にも対応するためには、基礎学力と学習習慣の定
着が必要である。そのためには、看護科（高校）か
らの計画的な学習指導・キャリア教育が必要であ
る。５年一貫教育のメリットを活かした段階的な学
びと支援を意識した指導を実施していく必要があ
る。

①効果的な進路行事を提供し、生徒及び保
護者の理解を深めることができたか
①高い看護師国家試験合格率と進学希望者
の進学実現を達成できたか

②キャリアポートフォリオを作成し、各自
が納得いくものになったか

③進路行事や講演会等の参加によって、生
徒のキャリアアップにつながったと回答し
た生徒が８０％以上いたか

５年一貫校を段階的にとらえ、継続した教育展開を実
施している。錬成期である看護科１．２年次から目指
す看護師像の実現に向けポートフォリオの作成を計画
的に実施している。
①看護科から様々な講座（マナー講座、コミュニケー
ション講座、修了生との座談会等）を計画的に実施
し、早期から進路意識を高めた
①教員のチューター制（学生への個別サポート）の導
入により個に応じた指導を実施した。また、学生によ
る国試対策委員を機能させ、チーム常盤として合格を
目指す体制をつくった。
②計画的なデジタルポートフォリオの作成と進路指導
に関する保護者の満足度94.5％であった。
③進路行事や講演会等の参加によって、生徒のキャリ
アアップにつながったと回答した生徒　90.5％であっ
た。


